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這
へ
ば
立
て
、
立
て
ば
歩
め
と
育
つ
る
子
の
、
歩
き
て
も
、
『
お
ん
ぶ
』
せ
ざ
る
や
う
に
な
る
ま
で
の
年
月
は
、

短
し
と
せ
ず
。
四
郎
も
こ
の
頃
は
漸
く
『
お
ん
ぶ
』
を
口
に
せ
ざ
る
や
う
に
な
り
ぬ
。
さ
あ
來
い
、
運
動
に
つ

れ
て
い
つ
て
や
ら
う
と
云
へ
ば
、
『
飛
び
〳
〵
』
を
し
て
喜
ぶ
。
桃
葉
も
倶
に
す
。
途
に
東
行
を
誘
へ
り
。

　
大
※
驛
さ
し
て
行
く
。
市
區
改
正
は
郡
部
に
も
及
び
て
、
路
幅
は
倍
以
上
に
な
ら
む
と
し
、
兩
側
の
家
み
な

新
た
に
な
ら
む
と
す
。
肴
屋
に
は
秋
刀
魚
重
な
り
合
ひ
、
八
百
屋
に
は
、
唐
菜
、
三
河
島
、
大
根
、
葱
な
ど
の

山
積
す
る
時
節
也
。
開
業
の
飾
花
々
し
き
賣
藥
の
店
頭
、
蓄
音
機
空
し
く
客
を
呼
ぶ
。
老
婆
二
人
ち
よ
こ
〳
〵

と
後
よ
り
過
ぎ
越
し
が
て
ら
、
振
り
か
へ
り
て
、
乞
食
橋
は
何
處
に
か
と
問
ふ
。
乞
食
橋
と
云
ふ
か
は
知
ら
ね

ど
、
四
五
町
も
行
け
ば
小
さ
な
橋
あ
り
と
答
ふ
れ
ば
、
淺
草
は
ど
の
方
角
に
あ
た
る
か
と
問
ふ
。
こ
ち
ら
な
り

と
指
さ
し
た
れ
ど
、
顧
み
だ
に
せ
ず
し
て
急
ぎ
ゆ
く
。

　
電
車
々
々
と
四
郎
が
珍
し
が
る
上
野
行
の
電
車
を
、
頭
上
の
高
架
に
顧
み
て
、
飛
鳥
山
行
の
電
車
に
乘
る
。

板
橋
街
道
を
過
ぐ
れ
ば
、
牧
牛
場
二
つ
あ
り
。
ベ
ン
チ
に
立
て
る
四
郎
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
て
、
牛
が
居
る
と

喜
ぶ
。
『
も
う
』
に
て
通
じ
た
り
し
も
の
が
、
い
つ
し
か
牛
に
て
通
ず
る
や
う
に
な
り
ぬ
。
『
お
ん
ぶ
』
の
時

代
は
馬
を
見
て
喜
び
し
が
、
今
は
牛
を
見
て
喜
ぶ
。
關
東
に
馬
は
多
し
。
牛
は
牧
牛
場
の
外
に
は
、
幾
ん
ど
見

る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
瀧
野
川
に
下
り
て
徒
歩
す
。
東
京
市
は
日
に
〳
〵
膨
脹
し
て
、
も
と
畑
の
中
に
人
家
を
見

し
處
、
今
は
人
家
の
中
に
畑
を
見
る
。
路
の
左
手
に
土
手
長
く
續
き
て
、
中
に
避
雷
針
多
き
は
、
火
藥
庫
と
お

ぼ
し
。
手
標
に
導
か
れ
て
紅
葉
寺
に
入
る
。
石
の
仁
王
、
先
づ
目
に
つ
く
。
田
端
や
雜
司
ヶ
谷
に
あ
る
も
の
の
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如
く
赤
紙
の
貼
り
つ
け
ら
れ
ざ
る
は
、
こ
ゝ
に
は
御
利
益
な
き
に
や
。
崖
上
の
掛
茶
屋
に
休
息
し
て
酒
を
呼
び
、

四
郎
に
は
、
柿
、
衣
か
つ
ぎ
、
う
で
卵
子
な
ど
を
あ
て
が
ふ
。
さ
な
き
だ
に
霜
に
萎
み
し
紅
葉
の
、
枝
に
殘
れ

る
は
少
な
き
に
、
風
強
く
し
て
散
る
こ
と
頻
り
也
。
同
じ
く
散
る
に
し
て
も
、
櫻
の
散
る
は
、
優
美
也
。
紅
葉

の
散
る
は
、
悲
凉
也
。
平
氏
の
亡
び
し
は
櫻
の
散
る
也
。
源
氏
の
亡
び
し
は
紅
葉
の
散
る
也
。
濁
れ
る
崖
下
の

瀧
野
川
に
浮
び
て
も
、
錦
と
は
見
え
ざ
る
が
、
掛
茶
屋
一
面
に
敷
き
つ
め
た
る
赤
手
布
の
上
に
散
亂
し
て
は
、

さ
す
が
に
野
趣
な
し
と
せ
ず
。
酒
力
は
少
し
ば
か
り
顏
を
温
め
た
れ
ど
、
風
威
に
妨
げ
ら
れ
て
、
手
足
ま
で
に

は
及
ば
ず
。
四
郎
は
食
に
飽
き
て
、
新
し
き
活
動
を
思
ふ
。
さ
ら
ば
と
て
立
ち
去
る
。

　
茶
屋
が
く
れ
た
る
『
木
兎
』
、
四
郎
の
手
に
あ
り
。
尾
花
に
て
木
兎
の
形
を
つ
く
り
た
る
も
の
を
小
竹
の
先

に
ぶ
ら
さ
げ
た
る
也
。
路
、
ゆ
き
つ
ま
る
。
引
き
か
へ
さ
む
と
す
れ
ば
、
四
郎
咄
嗟
に
つ
ぶ
や
い
て
曰
く
、

『
馬
鹿
な
路
を
歩
い
た
な
ア
』
と
。
一
同
覺
え
ず
失
笑
す
。
思
ひ
か
へ
せ
ば
、
明
治
以
來
の
教
育
も
、
四
郎
の

所
謂
馬
鹿
な
路
を
歩
き
し
こ
と
が
多
か
り
し
や
う
也
。
鐘
樓
と
山
門
と
を
兼
ね
た
る
一
種
異
樣
の
門
を
入
り
て
、

不
動
寺
に
至
る
。
左
手
の
垣
根
に
よ
り
添
ひ
て
、
小
さ
き
石
像
あ
り
。
甲
冑
を
つ
け
た
る
一
種
異
樣
の
も
の
也
。

子
供
二
三
人
、
我
等
と
同
じ
く
見
物
し
な
が
ら
、
其
中
の
年
最
も
長
ぜ
る
も
の
、
子
供
み
た
や
う
な
顏
な
り
と

い
ふ
。
こ
れ
近
藤
重
藏
が
生
前
自
か
ら
造
り
た
る
も
の
也
。
赤
堀
又
次
郎
先
生
曾
て
云
へ
る
事
あ
り
。
徳
川
時

代
の
著
述
家
中
、
推
獎
す
る
に
足
る
べ
き
は
、
新
井
白
石
と
近
藤
重
藏
と
の
二
人
の
み
と
。
こ
の
二
人
、
世
を

隔
て
て
、
其
型
を
同
じ
う
す
。
い
づ
れ
も
頭
腦
明
敏
、
博
覽
強
記
に
し
て
、
獨
創
力
を
も
備
へ
た
り
。
而
も
單

純
な
る
學
者
に
非
ず
し
て
、
覇
氣
横
逸
、
才
氣
煥
發
せ
る
活
動
家
也
。
『
生
き
て
封
侯
と
な
ら
ず
ん
ば
、
死
し
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て
閻
羅
王
と
な
ら
む
』
と
壯
語
せ
し
白
石
は
、
筑
後
守
と
な
り
た
り
。
六
代
將
軍
に
用
ゐ
ら
れ
て
、
其
抱
負
を

政
治
上
に
實
行
し
た
り
。
然
る
に
、
重
藏
は
北
邊
に
破
天
荒
の
飛
躍
を
試
み
た
る
だ
け
に
て
、
意
を
當
時
に
得

ざ
り
き
。
年
下
澁
谷
の
所
有
地
に
富
士
山
を
造
る
。
參
詣
者
多
し
。
鄰
地
の
農
夫
、
重
藏
の
所
有
地
に
蕎
麥
店

を
開
く
。
地
代
を
催
促
す
れ
ど
、
應
ぜ
ず
。
蕎
麥
店
を
打
毀
し
て
矢
來
を
設
け
た
る
に
、
矢
來
を
破
壞
し
て
又

蕎
麥
店
を
開
く
。
重
藏
の
子
怒
り
て
農
夫
を
殺
す
。
そ
の
殺
す
こ
と
に
は
重
藏
も
あ
づ
か
れ
り
。
そ
の
咎
に
よ

り
て
、
子
は
流
さ
れ
、
重
藏
は
分
部
左
京
亮
に
預
け
ら
る
。
一
農
夫
と
の
爭
ひ
の
爲
に
、
身
を
誤
り
家
を
亡
ぼ

せ
る
は
、
か
へ
す
／
″
＼
も
惜
む
べ
き
こ
と
也
。
而
も
こ
れ
重
藏
が
先
天
的
運
命
也
。
重
藏
や
、
學
あ
り
、
才

あ
り
。
さ
れ
ど
、
桀
※
譎
詐
、
自
か
ら
用
ゐ
る
と
い
ふ
風
の
人
に
て
、
才
高
く
し
て
行
ひ
薄
か
り
き
。
世
に
こ

の
型
の
小
な
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
若
し
知
己
を
得
れ
ば
、
其
才
伸
ぶ
べ
き
も
、
知
己
を
得
ず
ん
ば
、
末
路
慘

憺
た
ら
ざ
る
を
得
ず
。
重
藏
を
預
か
り
た
る
左
京
亮
は
、
重
藏
の
知
己
也
。
重
藏
の
才
學
に
敬
服
し
、
幕
府
に

乞
ひ
て
重
藏
を
其
藩
に
伴
ひ
、
政
事
を
諮
問
し
、
子
を
し
て
就
い
て
學
ば
し
め
た
り
。
か
く
て
重
藏
の
才
少
し

く
伸
ぶ
る
を
得
た
り
。
わ
れ
重
藏
の
心
中
を
推
し
は
か
る
に
、
左
京
亮
に
預
け
ら
れ
た
る
時
は
、
失
意
の
極
な

り
し
な
る
べ
し
。
左
京
亮
に
知
ら
れ
て
は
、
失
意
中
の
大
得
意
な
り
し
な
る
べ
し
。
白
石
は
將
軍
に
知
ら
れ
て
、

天
下
の
白
石
た
り
き
。
重
藏
は
藩
主
に
知
ら
れ
て
、
一
藩
の
重
藏
に
て
終
り
た
り
。
二
人
と
も
經
學
の
士
に
は

あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
、
い
づ
れ
か
と
云
へ
ば
、
白
石
の
方
が
少
し
厚
く
、
重
藏
の
方
が
大
い
に
薄
し
。
遇
不
遇
は

別
問
題
と
し
て
も
、
人
物
事
業
の
大
小
は
こ
ゝ
に
基
す
る
か
と
思
は
る
ゝ
也
。
重
藏
の
著
書
の
價
値
あ
る
こ
と

は
、
赤
堀
先
生
を
初
め
知
己
多
か
る
べ
し
。
石
像
は
見
る
に
足
ら
ず
。
下
澁
谷
の
富
士
山
は
今
な
ほ
存
す
。
志
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あ
る
の
士
、
請
ふ
、
一
た
び
登
り
て
千
里
の
眼
を
放
て
。

　
余
は
單
に
富
士
山
と
云
ひ
た
る
が
、
世
に
は
富
士
山
の
何
物
た
る
か
を
知
ら
ざ
る
も
の
多
か
る
べ
し
。
富
士

山
は
富
士
山
也
、
日
本
一
の
名
山
也
、
否
、
世
界
一
の
名
山
也
。
『
田
子
の
浦
ゆ
打
出
で
て
見
れ
ば
眞
白
に
ぞ

富
士
の
高
根
に
雪
は
降
り
け
る
』
。
古
來
富
士
山
を
咏
じ
た
る
詩
歌
多
け
れ
ど
も
、
こ
れ
よ
り
以
上
の
名
吟
あ

る
べ
し
と
も
思
は
れ
ず
。
日
本
人
が
富
士
山
を
崇
拜
す
る
は
、
高
潔
壯
大
な
る
日
本
人
の
精
神
の
對
象
な
れ
ば

也
。
關
東
に
は
富
士
講
の
連
中
多
し
。
而
も
富
士
山
は
東
京
よ
り
近
し
と
せ
ず
。
日
々
參
詣
す
る
譯
に
は
行
か

ず
。
是
に
於
て
、
東
京
に
は
諸
處
に
、
富
士
山
の
小
模
型
あ
り
。
品
川
神
社
、
深
川
八
幡
、
高
田
八
幡
、
護
國

寺
な
ど
一
々
數
ふ
る
に
遑
あ
ら
ず
。
重
藏
の
富
士
山
も
そ
の
一
也
。
才
に
於
て
、
學
に
於
て
、
重
藏
は
富
士
山

的
な
り
き
。
さ
れ
ど
、
人
物
に
於
て
は
、
富
士
山
的
な
ら
ざ
り
き
。
よ
し
や
富
士
山
的
な
り
し
と
す
る
も
、
そ

は
た
ゞ
尖
り
た
る
絶
頂
の
み
に
て
、
數
十
里
四
方
の
地
盤
を
有
す
る
富
士
山
に
て
は
あ
ら
ざ
り
し
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
年
）
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